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説明できた。 α ーメチルスチレン (M1 ) 単位が二ケ以上続いた場合に解重合反応を起す成長素反応式
を考え、共重合組成式を求めた。この式を変形した式によって重合体とモノマーの平衝定数を求めた。
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重合温度が低いとき(一75"C 、一50"C )に求まった平衝定数は、アニオン重合で求まっている値にほ







まず、低分子の反応における立体効果を明らかにするために α ーおよびβ ーアルキルスチレン類に
ついて銀イオン錯体のでき易さを平衝定数より比較した。その結果、錯体の安定度はアルキル置換基
の超共役効果と立体障外効果で整理されることを見出した。次に α ーおよびβ ーアルキルスチレン類
のアクリロニトリルとのラジカル共重合における反応性を比較検討した。この共重合反応は前末端効
果を考慮することにより解析が可能で、あり、しかも前末端効果の原因が置換基の立体効果にあること
を知った O 前末端基効果を考慮して整理されたモノマ一反応性をみると、銀イオン錯体生成の場合と
同様に、遷移状態における超共役効果と立体障害効果で解釈できることを示した。
別種の立体効果として生成ポリマーにおいて立体障害効果の働らく例として α ーメチルスチレンの
解重合の存在をスチレンとのカチオン共重合で確めた。また従来のアニオン重合でのみ知られていた
解重合によるモノマー付加平衡定数を求めることができることを示した。
以上稲木君の研究は、従来解析が行われていなかったピ、ニル重合における立体効果について、その
存在を明らかにしたものであり高分子合成化学に貢献するところ大で理学博士の学位論文として十分
価{直のあるものと認Jめる。
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